
農業所得に占める直接支払の割合

これまでにない食料危機に対し
政府は食料自給率向上に責任を果たせ

　日本の食料自給率は 1960 年以降低下を続け、令和 4年は 38%。異常気象、コロ
ナ禍とロシアのウクライナ侵攻、異常円安が加わり、日本の農業と食料はこれまでに
ない危機に直面しています。来年の国会に新農業基本法が提出されますが、これまで
の自民党農政の反省もなくさらなる亡国の農政へ進む内容になっています。全国農民
連は「食と農の危機打開に向けた提言」を作成しましたので抜粋し紹介します。

九条生かし、平和を守れ
県北農民連が毎年取り組んでいる 9条田
んぼが今年もきれいにできました。憲法
改悪反対！ロシアはウクライナ侵攻をや
めよ！という思いを込めて、今年の文字
は「九条生かし、平和を守れ」です。平
和に付いてるハートがかわいいですよね。
多くの皆さんの思いがこもった素晴らし
い出来上がりに感動です。

2023年農民連青年部総会開催
農民連の青年部総会が東京にて開催されました。海外
での活動報告や身近な食事の自給率を調べるワーク
ショップも行われ、ハンバーガーやスーパーのお弁当
を実際に自分たちで仕分けて自給率を計算しました。
この結果を見て、改めて日本の食料自給率の低さを実
感することができました。また、ワークショップ後は
数年ぶりに懇親会も行われ、全国の農産物やお酒を美
味しく頂きながら楽しく交流しました。

祝！産直カフェ開店
20周年企画芋ほり体験
10 月 7 日、直売所産直カフェ 20 周
年企画として芋ほり体験が行われま
した。当日は天気にも恵まれ、農民
連会員伊達市梁川の佐藤さんの畑で
お客さん、スタッフ総勢 29 人で収
穫を楽しみ、収穫後は昼食交流を行
いました。
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現
在
の
食
料
自
給
率
の
低
下
（
図
１
）

は
、
自
然
発
生
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。戦
後
、ア
メ
リ
カ
は
供
給
過
剰
と
な
っ

て
い
た
小
麦
や
乳
製
品
を
日
本
に
供
給

し
、
学
校
給
食
を
始
め
、
食
の
欧
米
化
が

意
図
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
６
０

年
日
米
安
保
条
約
の
「
経
済
協
力
条
項
」

は
、
日
本
は
工
業
製
品
を
輸
出
す
る
代
わ

り
に
、
ア
メ
リ
カ
の
安
価
な
農
産
物
を
買

い
続
け
る
こ
と
が
約
束
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
W
T
O
、
T
P
P
な
ど
さ

ら
な
る
貿
易
自
由
化
に
よ
り
、
安
価
な
農

産
物
を
輸
入
し
続
け
た
結
果
、
国
内
農
業

生
産
は
減
少
し
、
食
料
自
給
率
は
先
進
国

中
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
さ
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だ
せ
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21
世
紀
に
入
り
、
世
界
の
食
料
貿
易
構

造
に
は
大
き
な
変
化
が
出
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
中
国
が
世
界
最
大
の
農
産
物
輸
入
国

に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
も
純
輸
入
国
に
転
化

し
た
こ
と
で
す
。

　

中
国
の
食
料
輸
入
の
「
爆
買
い
」
は
凄

ま
じ
く
、
中
国
の
大
豆
輸
入
年
間
量
は

１
億
ｔ
に
対
し
日
本
は
３
０
０
万
ｔ
に
過

ぎ
ず
、
中
国
の
端
数
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

「
買
い
負
け
」
ど
こ
ろ
か
買
え
な
く
な
る

状
況
で
す
。

食
料
自
給
率
の
向
上
が
議
論
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
？

　

予
算
編
成
に
決
定
的
な
影
響
力
を
も
つ

「
財
政
制
度
審
議
会（
２
０
２
２
年
11
月
）」

の
議
論
は
以
下
の
よ
う
に
建
議
し
て
い
ま

す
。「
食
料
安
全
保
障
の
議
論
が
、
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
品
目
等
の
国
産
化
に
よ

る
自
給
率
の
向
上
…
に
主
眼
が
置
か
れ
る

こ
と
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
、
食
料
自
給
率
や
備
蓄
の
強
化
が
殊

更
強
調
さ
れ
た
議
論
に
な
ら
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」。
不
安
定

な
食
料
情
勢
を
横
目
に
「
自
給
率
向
上
は

必
要
な
い
」
と
い
う
議
論
が
政
府
内
で
さ

れ
、
さ
ら
な
る
農
業
予
算
削
減
が
狙
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

米
作
り
の
時
給
は
10
円
！

　

令
和
３
年
産
の
稲
作
農
家
（
平
均
）
時

給
は
た
っ
た
の
10
円
で
、
他
産
業
の
時
給

（
１
６
６
９
円
）
を
は
る
か
に
下
回
っ
て

い
ま
す
。
市
場
原
理
の
名
の
も
と
に
何
ら

の
政
策
支
援
も
な
い
結
果
で
す
。
こ
れ
で

は
、
農
地
を
集
積
し
大
規
模
化
し
た
農
家

で
す
ら
経
営
は
困
難
で
す
。

有
事
に
花
農
家
は
芋
を
作
れ

　

政
府
は
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
食
料
の
有
事
立
法
を
検
討
し
て

お
り
、
花
農
家
に
芋
を
作
る
命
令
や
価
格

統
制
、配
給
制
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
は
、
芋
を
中
心
に
大
き
な
制
約

の
あ
る
食
事
（
図
２
）
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
中
国
と
戦
争
を
始
め
て
し
ま

え
ば
日
本
は
す
ぐ
に
飢
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
食
料
輸
入
先
と
し
て
中
国
は
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
２

位
（
図
３
）
で

あ
り
、
経
済
も

密
接
な
中
国
を

は
じ
め
ア
ジ
ア

諸
国
と
連
携
を

深
め
る
こ
と
が

も
っ
と
も
重
要

で
す
。

自
給
率
向
上
へ
農
政
の

抜
本
的
な
転
換
を
求
め
る

①　

農
産
物
の
総
自
由
化
の
転
換

　

食
料
安
全
保
障
確
保
の
た
め
に
自
給
率

向
上
は
ま
っ
た
な
し
で
す
。
ま
ず
総
自
由

化
を
あ
ら
た
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
義
務
で
な
い
米
と
乳
製
品
の
輸
入
を
減

ら
す
こ
と
で
す
。
農
地
を
フ
ル
活
用
し
小

麦
、
大
豆
、
飼
料
の
生
産
を
拡
大
さ
せ
ま

す
。

②　

価
格
保
障
・
直
接
支
払
い
・

　
　

農
業
予
算
の
拡
充

　

米
や
牛
乳
は
特
に
生
産
費
を
割
り
込

み
、
農
家
は
赤
字
で
の
生
産
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
で
は

生
産
費
を
賄
う
価
格
保
障
と
所
得
補
償
を

組
み
合
わ
せ
て
生
産
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
農
家
は
補
助
金
で
過
保
護
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
態
は
違
い
ま

す
。
ス
イ
ス
の
農
家
所
得
の
92
％（
図
４
）

は
国
か
ら
の
直
接
支
払
い
（
税
金
）
で
す

し
、
Ｅ
Ｕ

諸
国
も
５

割
が
直
接

支
払
い
で

す
。
こ
れ

に
よ
っ
て

持
続
的
な

生
産
、
自

給
率
の
向

上
に
つ
な

が
り
、
若

い
世
代
も
就
農
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
農
業
予
算
を
抜
本
的
に
拡
充

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
図
5
）

③　

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
推
進

　

世
界
的
に
生
態
系
を
活
か
し
た
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
域
に
あ
っ
た
や
り
方
で
土
づ
く
り

を
進
め
、
農
薬
、
化
学
肥
料
、
化
石
燃
料

を
減
ら
し
ま
す
。
学
校
給
食
な
ど
公
共
調

達
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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